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旧年中は町会へのご支援・ご協力を 
賜り厚く御礼申しあげます。 
本年も一生懸命頑張りますので 
どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 
平成20年 正月 

平成19年度 班長一同 

三
、
運
動
会
の
反
省
に
つ
い
て 

…
運
動
会
係
杏
戸
さ
ん
よ
り 

①
幼
児
・子
供
の
参
加
者
が
予
想
よ
り
多
く
、
賞

品
の
準
備
が
大
変
で
し
た
。
来
年
は
レ
ー
ス
数

を
大
幅
に
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

②
従
っ
て
来
年
度
は
賞
品
の
数
も
増
え
る
の
で
、

運
動
会
予
算
を
増
額
し
な
け
れ
ば
厳
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。 

③
売
店
も
完
売
し
盛
況
で
し
た
が
、
早
々
に
売

り
切
れ
て
ガ
ッ
カ
リ
し
た
人
も
い
ま
し
た
。 

 

四
、
新
年
会
に
つ
い
て 

…
新
年
会
係
よ
り 

①
１
月
13
日
（日
） 

正
午
よ
り 

原
ト
ピ
ア
に

て
実
施
（２
時
間
程
度
） 

②
参
加
費
用 

２
千
円 

（子
供
は
無
料
） 

③
今
年
度
の
班
長
は
全
員
出
席
願
い
た
い
。
ま

た
次
期
班
長
に
も
声
を
か
け
る
。 

※
参
加
者
を
12
月
定
例
班
長
会
議
に
て
報
告
。 
 

【
10
月
の
主
な
報
告
事
項
】 

7
日 

中
志
津
レ
ク
ス
ポ
祭 

8
日 

第
２
回
次
期
町
会
長
候
補
推
薦
委
員
会 

13
日 

南
地
区
３
地
区
協
議
会
（中
志
津
会
館
） 

〃 

西
志
津
フ
ェ
ス
タ
祭 

〃  

第
３
回
次
期
町
会
長
候
補
推
薦
委
員
会 

14
日 

グ
ラ
ン
ド
草
刈
り 

21
日 
第
53
回
大
運
動
会 

〃  
臨
時
班
長
会
議
（次
期
町
会
長
、
池
田
三

知
子
氏
を
選
任
す
る
事
に
決
議
） 

28
日 

町
会
長
の
件
、
次
年
度
班
長
予
定
者
へ
の

説
明
会 

出
席
24
名
（次
期
班
長
18
名
） 

―
以
上  

平
成
19
年
度 

第
９
回 

定
例
班
長
会
議
議
事
録 

12
月
１
日
（土
）…
出
席
者
25
名
・欠
席
２
名 

 

・
・
主
な
議
題
・
・ 

一
、
「は
ら
ト
ピ
ア 

フ
ェ
ス
タ 

２
０
０
７
」 

・町
会
長
よ
り
「盛
況
の
う
ち
に
３
日
間
を
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」 

二
、
防
災
訓
練
に
つ
い
て
（４
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 

三
、「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
に
つ
い
て 

 
 

・期
間 

12
月
１
日
〜
12
月
31
日
迄 

・班
長
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、
皆
様
の
暖
か
い
心

ざ
し
を
お
預
か
り
し
て
く
る
事
。
預
か
っ
た
募

金
は
、
１
月
の
定
例
班
長
会
議
時
に
持
参
し
て

下
さ
い
。 

 

四
、
正
月
用 

門
松
カ
ー
ド
の
配
付
に
つ
い
て 

 

・町
会
長
が
12
月
12
日
に
纏
め
て
頂
い
て
来
る

の
で
、
各
班
長
が
各
家
庭
に
配
付
し
て
下
さ
い
。 

 

五
、
会
計
担
当
よ
り 

・千
葉
県
共
同
募
金
会
佐
倉
支
会
（赤
い
羽
根
募

金
）よ
り
上
志
津
原
町
会
の
合
計
金
額
は
27
万

４
千
369
円
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
町
会
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
」 

 

六
、
新
年
会
に
つ
い
て
・・・段
取
り
等
の
確
認 

①
１
月
13
日
（日
）正
午
よ
り 

原
ト
ピ
ア
に
て 

…
班
長
は
10
時
30
分
に
集
合
願
い
ま
す
。 

②
各
担
当
及
び
進
行
に
つ
い
て
は
未
決
の
た
め
後

日
連
絡
し
ま
す
。 

③
参
加
費
用
（
２
千
円
）の
領
収
書
は
特
別
に
用

意
し
な
い
の
で
、
町
会
費
用
の
領
収
書
で
対
応

願
い
ま
す
。 

④
参
加
取
消
は
１
月
６
日
ま
で
に
班
長
経
由
で
新

年
会
担
当
に
報
告
。
参
加
費
用
を
返
金
し
ま

す
。 

 

七
、
平
成
20
年
度
町
会
長
の
件
…
町
会
長
よ
り 

・
10
月
21
日
の
臨
時
班
長
会
議
に
お
い
て
次
期

町
会
長
は
池
田
三
知
子
氏
に
決
定
し
ま
し
た

が
、
町
会
員
に
は
ま
だ
報
知
し
て
い
ま
せ
ん
。 

・選
考
の
方
法
や
、
池
田
氏
に
決
定
す
る
ま
で
の

い
き
さ
つ
を
ま
と
め
た
「
原
た
よ
り
」
号
外
を

「原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」が
発
行
し
ま
し
た
。 

 
本
日
配
付
し
ま
す
の
で
、
町
会
員
に
配
付
願

い
ま
す
。 

・
な
お
、
「
次
期
町
会
長
候
補
推
薦
委
員
会
の
議

事
録
」
を
班
長
に
配
付
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確

認
下
さ
い
。 

八
、
環
境
・
衛
生
担
当
よ
り 

・
「
は
ら
ト
ピ
ア
」
・
「
ふ
れ
あ
い
ど
お
り
」
（
遊
歩

道
）の
清
掃
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
11
月
の
主
な
報
告
事
項
】 

11
日  

次
期
町
会
長
候
補
推
薦
委
員
会 

〃 
 

「フ
ェ
ス
タ 

２
０
０
７
」最
終
打
合
せ 

23
日
〜
25
日  

「は
ら
ト
ピ
ア
フ
ェ
ス
タ  

２
０
０
７
」開
催 

（詳
細
記
事
２
〜
３
ペ
ー
ジ
参
照
） 

―
以
上 

 

平
成
19
年
度 

第
８
回 

定
例
班
長
会
議 

議
事
録 

11
月
10
日
（土
）…
出
席
者
25
名
・欠
席
２
名 

 

・
・
主
な
議
題
・
・ 

一
、
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７ 

へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て 

 

・
11
月
23
・
24
・
25
日
（
22
日
準
備
）に
実
施

さ
れ
る
、
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
の
ス
タ
ッ
フ(

お

手
伝
い
）は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
都
合
の
つ
く

方
が
協
力
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

二
、
防
災
訓
練
に
つ
い
て 

12
月
２
日
（
日
） 

 

10
時
〜
12
時 

原
ト
ピ
ア
に
て 

 
  

①
防
火
講
話 

②
消
火
訓
練 

③
そ
の
他 

・班
長
さ
ん
は
全
員
出
席
し
て
下
さ
い
。 

・尚
、
訓
練
中
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
途
中

で
中
止
す
る
事
と
な
り
ま
す
。 

新
年
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

上
志
津
原
町
会
長 

 

大
内 

茂 
 

 

町
会
員
の
皆
様

に
は
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ 

と
と
心
よ
り
お
慶
び
も
う
し
あ
げ
ま
す
。
盆

踊
り
大
会
や
大
運
動
会
、
又
、
は
ら
ト
ピ
ア

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
等
々
の
町
会
の
主
な
行

事
も
無
事
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日

頃
の
町
会
運
営
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
に
対
し

て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
19
年
度
は
東
地
区
「
さ
く
ら
台
班
」

が
新
し
く
加
わ
り
ま
し
た
。
本
年
も
皆
様
と

共
に
力
を
合
わ
せ
て
「
住
み
や
す
い
上
志
津

原
町
会
」
で
あ
る
よ
う
に
役
員
一
同
も
頑
張

っ
て
参
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。 

 
          

 
 
 

民
生
委
員
に 

糸
井
文
子
さ
ん
新
任 

  

12
月
１
日
に
全
国
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が

一
斉
改
選
さ
れ
、
上
志
津
原
で
は
町
会
長
の
推

薦
に
よ
り
、
糸
井
文
子
さ
ん
、
宮
武
孝
吉
さ
ん

の
２
名
が
着
任
し
ま
し
た
。
糸
井
さ
ん
は
新
任
、

宮
武
さ
ん
は
再
任
で
、
任
期
は
３
年
で
す
。 

担
当
区
域
は
一
部
変
更
し
て
、
分
り
易
く
、
東

西
を
貫
く
幹
線
道
路
で
南
北
に
分
け
、
北
は
糸

井
さ
ん
、
南
は
宮
武
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。 

民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
は
、
地
域
の

方
々
の
生
活
上
の
問
題
や
高
齢
者
福
祉
、
児
童

福
祉
な
ど
、
福
祉
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
談
に

応
じ
、
行
政
と
の
橋
渡
し
を
し
て
支
援
す
る
こ

と
等
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
原北部地区担当 

糸井 文子さん 
（新栄台班） 

 
連絡先 ☎ 
＊＊＊－＊＊＊＊ 

 
原南部地区担当 

宮武 孝吉さん 
（原２班） 

 
連絡先 ☎ 
＊＊＊－＊＊＊＊ 

発  行  日 ： 
編 集 作 成 ： 
発行責任者： 
印     刷 ： 

平成 20 年１月 12 日 
上志津原町会広報係 
町会長  大内 茂 
花島印刷 461-5552 
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・
素
晴
ら
し
い
お
祭
り
で
し
た
・ 

 

開
催
期
間
３
日
間
、
お
そ
ら
く
上
志
津

原
町
会
始
ま
っ
て
以
来
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
は

ら
ト
ピ
ア 

フ
ェ
ス
タ 

２
０
０
７
」が
、
11
月

23
日
〜
25
日
、
は
ら
ト
ピ
ア
及
び
児
童

公
園
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

来
場
者
は
受
付
で
記
帳
さ
れ
た
方
が

423
名
、
直
接
児
童
公
園
に
行
か
れ
た
方
を

併
せ
る
と
500
名
、
否
600
名
を
超
え
て
い
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
当
初
主
催
者
（原
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
）
は
、
来
場
者
の
予
想
を

200
人
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
予
想
の
倍
以

上
の
方
が
来
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、

来
場
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
「フ
ェ
ス
タ
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
か
？
」と
言
う
問
い
に
対
し 

《良
か
っ

た
…
97
％
》 

《ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
…

３
％
》 

《期
待
は
ず
れ
…
０
％
》 

で
し
た
。 

 

こ
の
結
果
は
３
日
間
天
候
に
恵
ま
れ
た
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
サ
ー
ク

ル
・団
体
を
含
め
た
「フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
」

の
懸
命
な
姿
が
共
感
を
呼
び
、
驚
異
的
な

満
足
度
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。 

 

以
下
、
祭
り
の
様
子
を
写
真
中
心
で
お
届
け
し
ま
す
。
（Ｍ
） 

                

                                           

                                           

                                           

【受
付
】 

巨
大
な
「迎
え
花
」が
来
場
者
を
歓
迎
し
ま
し
た 

初
日
（
11
／
23
）
と
２
日
目
（
11
／
24
）
は
、
芸
術
系
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー 

上
志
津
原
の
歴
史
展 

そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
や
テ
レ
ビ
電
話
体
験
が
あ
り
ま
し
た 

「絵てがみ」 「木目込人形」 「水彩画」 「押し花」 「パステル画」 「生け花」 のサークルから力作が展示され、皆さん感心しきりでした。 

予想以上に好評だったのが、それぞれの「体験コーナー」。講師の先生は休む暇もありませんでした。 

上志津原の歴史展も、終日賑わいました インターネット体験コーナーの 「テレビ電話」 上志津原初のフリーマーケットがオープン 

← 
 

食
事
ど
こ
ろ
の
オ
ー
プ
ン 

初日（11/23） 日赤奉仕団の 「防災飯店」 ２日目（11/24） 南志津社協の 「森の茶屋」 ２日目（11/24） ツインズの 「焼きソバ店」 

開店準備ＯＫよ コーヒーとお汁粉 
ハイ、１００円 

わぁ！おいしそうな臭い 

防災食のアルファー米に 

カレーをかけて無料で提供 

２日目（11/24） あ～ッ NTTのおじさんだ！ 

もしもし 

Webカメラ 
ライブ中継中 

OH安い！買ってこ 

「活け花」を活ける 「木目込人形」を作る 「押し花」を作る↓ 

「絵てがみ」を描く↓ 

11/24 ＣＡＴＶ296から 
取材に来ました 

この絵○○さんよ 
こんな才能あったんだ 

みんな上手ねえ 
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愈
々
発
表
会
の
ス
タ
ー
ト 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
、
パ
ソ
コ

ン
に
映
っ
た
ラ
イ
ブ
中
継
映
像 

（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
お
母
さ
ん
と
は
別
人
で
す
） 

フ
ェ
ス
タ
３
日
目
（
11
月
25
日
）は 

開
館
10
周
年
記
念
式
典 

と 
 

演
芸
系
サ
ー
ク
ル
の
発
表
会 

が
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「香琳会」による朗詠 

式典後は「昼食タイム」 

子供会と双葉会の合同出店でした 

子供会の模擬店オープン 

トン汁もフラン
クフルトも美味
しいね 

「双葉会」の混声合唱 
（手拍子が湧き起こりました） 

「菊の会」の民舞 

「雪謡会」の民謡（三味線） 

「雪謡会」 

（八
木
節
） 

個人参加もありました 

五ノ井さんの 
南京玉すだれ 

羽
山
さ
ん
の 

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー 

「ゆり琴の会」の大正琴 

演奏も良いけど 
衣装も良いねえ！ 

演芸系サークルの発表会も、立ち見がでる程の大盛況でした。 

大トリは「樹扇会」の日本舞踊 

車椅子での熱演に、思わず胸が・・・ 

「トン汁店」オープン 

萩庭 自治会館 
運営委員長挨拶 

皆様の志に支えられて「はらトピア」は開館10周
年を迎えることができました。これからも地域コ
ミュニティの核として大切にお使い下さい。 

― 凄い事をしていました― 
この祭りの模様はインターネットに
ライブ中継をしていたのです。 
オーストラリア在住の娘さんから
「見てるよ～」と、お母さんの携帯
に…。早速そのお母さん、カメラに
向かって手を振って「母さんも元
気よ～」。オーストラリアの娘さん
のパソコンには、左の様な映像と
音声が届いていたはずです。 

最後は子供会の元気な合唱で締めくくりました 

元気よ～ 

ＮＴＴ東日本のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟで実現しました 
（初日のインターネット体験コーナーにて） 

「はらトピア開館10周年記念式典」 
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「皆
さ
ん
来
て
下
さ

る
だ
ろ
う
か
？
」

毎
年
開
催
さ
れ
る

盆
踊
り
と
違
っ
て
、

初
開
催
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
か
ら
始
ま 

る
前
ま
で
は
大
い
に
不
安
で
し
た
。  

そ
の
来
場
者
数
も
、
私
た
ち
の
予
想
を
遥
か

に
超
え
ま
し
た
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
感
想
を
聞

い
た
と
こ
ろ
「来
て
良
か
っ
た
」が
97
％
、
「期
待

は
ず
れ
」は
一
人
も
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

皆
さ
ん
大
満
足
だ
っ
た
事
が
分
か
っ
て
「や
っ
て

良
か
っ
た
」と
、
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。  

又
、
参
加
し
た
サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
皆
さ
ん

に
は
、
「実
行
委
員
」
と
し
て
活
躍
し
て
下
さ
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
人
た
ち
も
「他
の
サ
ー
ク
ル

の
方
と
一
緒
に
活
動
し
た
事
が
と
て
も
良
い
ふ

れ
あ
い
に
な
っ
た
」と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

正
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
だ
っ
た
訳
で
す
。 

 

そ
し
て
今
回
は
凄
い
事
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
の
模
様
を
ラ
イ
ブ
中
継
で
全
国
に
、
否
、

全
世
界
に
発
信
し
て
い
た
の
で
す
。
神
戸
や
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
も
反
響
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
近
隣
か
ら
も
驚
か
れ
「原
の
パ
ワ
ー
」を

大
い
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に

開
催
し
て
欲
し
い
」が
91
％
と
圧
倒
的
多
数
で

し
た
。
こ
れ
も
満
足
度
を
反
映
し
た
嬉
し
い
結

果
で
し
た
が
、
今
回
の
開
催
は
「佐
倉
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
補
助
事
業
」の
支
援
を
受
け
て
実
行
に

つ
な
が
っ
た
も
の
で
す
。
従
っ
て
簡
単
に
は
応
え

ら
れ
な
い
訳
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

今
後
の
「ま
ち
づ
く
り
」の
参
考
に
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
来
場
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
そ
し
て
実
行
委
員
の
皆
様
、
更
に
は
加

勢
し
て
下
さ
っ
た
町
会
の
皆
様
、
ご
苦
労
様
で

し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
長 

 

中
山 

亜
茂 

    

平
成
17
年
秋
、
宅
地
開
発
に
係
る
問
題
に
対

応
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
当
委
員
会
も
、
早
２

年
を
超
え
ま
し
た
。
18
年
度
か
ら
は
活
動
費
も

支
給
さ
れ
、
現
在
は
町
会
の
組
織
と
し
て
定
着
し
、

班
長
会
と
連
携
し
な
が
ら
諸
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
は
ご
承
知
の
事
と
思
い
ま
す
。 

  

さ
て
、
当
委
員
会
は
昨
年
に
続
き
今
年
も
新
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
当
委
員
会
は
特
別
な
人
だ
け

で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
町

会
各
層
か
ら
出
来
る
だ
け
均
等
に
」が
理
想
な
の

で
す
。
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
は
男
性
（
そ
れ
も
中
高

年
）が
多
い
の
で
、
議
題
の
選
択
に
偏
り
が
出
て
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

公
募
で
す
か
ら
年
齢
も
男
女
も
問
い
ま
せ
ん
が
、

こ
う
し
た
状
況
か
ら
偏
り
を
解
消
す
る
人
材
を

熱
望
し
て
い
ま
す
。
「こ
の
町
を
住
み
易
く
安
全
な

町
に
し
た
い
」と
い
う
思
い
の
方
が
居
ら
れ
ま
し

た
ら
、
是
非
手
を
貸
し
て
下
さ
い
。 

※
定
例
会
…
現
在
は
毎
月
第
３
土
曜
19
時
〜 

※
連
絡
先
…
松
田 

肇
（☎000-0000
）２
月
末
ま

で
に
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。  

「原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」事
務
局 

  

中
志
津
消
防

署
よ
り
４
名

の
講
師
を
招

き
防
災
に
つ

い
て
の
講
話

と
消
火
器
の

使
い
方
の
訓

練
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

最
後
に
は
、

災
害
時
の
非

常
食
を
日
赤

奉
仕
団
よ
り 

配
布
し
て
頂
き
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
帰
宅
で
し
た
。 

以
下
講
話
の
要
旨 

◆
119
番
通
報
と
初
期
消
火
に
つ
い
て 

①
お
ち
つ
い
て
問
答
に
正
確
に
答
え
る
。
何
が
燃

え
て
い
る
か
、
逃
げ
遅
れ
た
人
は
い
な
い
か
。 

②
自
分
の
名
前
と
電
話
番
号
を
は
っ
き
り
と
、
携

帯
の
場
合
は
場
所
を
確
認
し
て
話
す
こ
と
。 

③
初
期
消
火
の
場
合
火
元
を
確
認
し
て
集
中
的
に
。

天
井
に
火
が
回
っ
た
ら
初
期
消
火
は
最
早
無
理
、

で
き
れ
ば
ド
ア
を
閉
め
な
が
ら
逃
げ
る
事
。 

 

◆
煙
に
つ
い
て 

 

煙
は
空
気
よ
り
軽
い
た
め
天
井
に
上
が
っ
て
横

に
流
れ
る
。
横
の
流
れ
は
秒
速
３
〜
５
ｍ
、
上
方
へ

は
10
〜
15
ｍ
の
速
さ
で
流
れ
ま
す
。
冷
え
る
と

床
面
に
お
ち
て
き
ま
す
。
煙
の
中
で
は
体
を
低
く

し
て
鼻
や
口
を
タ
オ
ル
等
で
ふ
さ
い
で
外
に
。
一

旦
外
に
出
た
ら
絶
対
に
戻
ら
ぬ
こ
と
。 

 

◆
地
震
が
発
生
し
た
ら 

①
自
宅
で
は
お
ち
つ
い
て
、
自
分
の
身
を
守
る
。 

②
ド
ア
や
窓
を

開
け
る
（
開
か

な
く
な
り
ま

す
）
。
コ
ン
ロ
等

の
火
を
消
す
。 

③
揺
れ
が
治
ま
っ

て
、
火
災
発
生

の
場
合
は
ま

ず
初
期
消
火
。 

④
落
ち
着
い
た

ら
、
非
常
持
出

を
用
意
す
る
。

ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
な
ど
で
情

報
を
知
る
事
。 

ガ
ス
の
元
栓
や

電
気
ブ
レ
ー
カ

ー
を
落
す
事
。 

 

◆
２
０
０
４
年
新
潟
中
越
地
震
で
は
４
割
が
家
具
等

で
ケ
ガ
を
し
て
い
ま
す
。
家
具
40
％
、
転
ん
で
ケ

ガ
を
し
た
人
が
24
％
、
ガ
ラ
ス
等
８
％
、
熱
湯

３
％
、
家
具
は
金
具
で
し
っ
か
り
留
め
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
自
宅
警
報
装
置
に
つ
い
て 

平
成
20
年
６
月
１
日
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。 

取
り
付
け
場
所
と
し
て
は
階
段

の
上
、
寝
室
、
台
所
等
。 

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
、
５
〜
６
千

円
程
で
売
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
検
定
規
格
の
製
品
が
よ
い
そ
う
で
す
。 

    
 
 

子
供
達
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
バ
ス
遠
足
。
今

年
は
11
月
18
日
（日
）、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行

く
事
が
出
来
ま
し
た
。 

今
年
度
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
野
球
部
員
等
含
め

若
干
名
の
子
供
が
参
加
出
来
ず
涙
し
ま
し
た
が
、

他
の
子
供
達
は
、
朝
早
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
気

に
参
加
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
子
供
の
人
数
が
増
え
た
こ
と
も
あ

り
、
育
成
者
は
喜
び
の
悲
鳴
と
な
り
ま
し
た
が
、

人
手
が
足
り
ず
多
く
の
お
手
伝
い
の
保
護
者
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
日
無
事
楽
し
く
過
ご

せ
た
事
を
見
守
り
つ
つ
、
子
供
達
を
参
加
さ
せ
て

下
さ
っ
た
会
員
保
護
者
の
方
々
に
も
深
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

                    

こ
こ
２
．
３
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ち
ば
レ
イ

ン
ボ
ー
バ
ス
の
乗
務
員
の
方
々
に
も
よ
く
し
て 

頂
い
て
ま
す
が
、
子
供
達
の
増
加
と
資
金
の
減

少
と
い
う
中
で
こ
の
バ
ス
遠
足
が
大
変
困
難
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
今
年
度

以
降
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、

町
会
の
方
々
に
も
こ
れ
か
ら
も
温
か
く
目
守
っ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

子
供
会 

会
長 

 

泉 

友
美 

 

・・・お
知
ら
せ
・・・ 

 

◆
転 

入
（
よ
う
こ
そ
上
志
津
原
へ
） 

東
地
区 

玉
木
一
班 

吉
川
智
之
さ
ん 

 

８
月 

 
 

〃 
 
 
 

〃 
 
 

吉
田
正
夫
さ
ん 

 

９
月 

 
 

〃 
 
 
 

〃 
 
 

加
藤
郁
磨
さ
ん 

10
月 

西
地
区 

吉
野
二
班 

伊
東 

智
さ
ん  

10
月 

〃  
 
  

〃 
 
 

宮
澤
典
行
さ
ん 

11
月 

〃 
 

東
邦
班 

本
村
正
五
郎
さ
ん 

10
月 

 ◆
子
供
会
よ
り
…
廃
品
回
収 

収
益
報
告 

       

◆
お
詫
び
（
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
） 

10
月
号
の
運
動
会
ご
祝
儀
ボ
ー
ド
に
田
中
種

司
様
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
田
口

様
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。 

 

・
編 

集 

後 

記
・ 

 

二
〇
〇
七
年
は
、
上
志
津
原
に
と
っ
て
今
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
と
、

イ
ベ
ン
ト
「は
ら
ト
ピ
ア 

フ
ェ
ス
タ 

２
０
０
７
」

の
年
で
し
た
。 

「
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
」で
は
、
各
ク
ラ
ブ
、
サ
ー

ク
ル
の
方
々
の
ご
協
力
で
、
原
の
あ
ゆ
み
、
文

化
、
皆
さ
ん
の
ゆ
と
り
が
、
か
い
ま
み
ら
れ
た

初
め
て
の
こ
こ
ろ
み
で
し
た
。 

 

こ
の
豊
か
な
上
志
津
原
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。  

   

広
報
部
長 

三
井 

「原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」 

新
会
員
を
公
募
中
!! 

防災訓練実施される 
12月2日10：00～12：00 

 

「フ
ェ
ス
タ 

２
０
０
７
」 

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

 

１年生だけでも、こんな大勢参加してくれました 

消火器の訓練中 

子
供
会
バ
ス
遠
足 

 
 ６月：19,025円 

 ７月：10,925円 

 ８月：18,475円 

 ９月：20,670円 

10月：23,100円 

ｱﾙﾐ缶…2,000円 

ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 


